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９月次活動報告書 

団体名 ひゃくしょう谷津田の会 

①目的 
 

事業の目的 

早船里山の総合的な利活用を目指し、地域に自然と人の生業が融合した環境を継承する。

そのため、谷津田の再生、ビオトープ造成による生態系の確保、谷津田および花々の鑑賞

地を地元の生業として発展させ、地元イチゴ産業とリンクした観光開発、市民や子どもた

ちのレクリエーション・学習を提供する。 

 

 

②実施概要 

 

当月 活動名 実施日時 場所 内容 
対象者 

参加者（人数） 

① 
谷津田の

稲の収穫 

９月１５

日 

早 普 船 の

谷津田 

界の通常の活動である。約 5 反 5 畝

の稲田の収穫を行った。 
１３人 

② 草刈 
９月22、

２３日 

国 道 下 の

農道路肩 
ヒガン花の周辺の草刈 それぞれ２人 

③      

④      

来月 

予定 
活動名 

実施予定

日時 
場所 内容 

対象者 

参加者（人数） 

⑤ 収穫祭 
１０月９

日 

早 船 谷 津

田 

地元保存会によるお囃子、餅つき、バ

ーベキュー 

参加は制限な

し。無料 

⑥ 
暗渠排水

工事 

未定（天

候判断に

よる） 

   

 

 

 

③PR 方法 
チラシ、ネットなどの方法 例①：チラシ作成 など 

 

④連携・協力関係団体等 
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⑤成果・課題 

 

成果・効果 事業に取り組んで見えてきた課題 

大学に依頼する里山コンテストに代わる講演会

等当会の活動地域の里山への総合的な提言を内

容とするものを考慮している段階。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜成果の客観的データを記入します。例えばアンケートの結果を記入します。＞ 

 

 

 

イベント内容などの写真 

収穫  収穫  

収穫前の全景約５反の１枚田 もち米を刈り取る 

 

＜推進委員コメント＞ 

皆様のさまざまな活動があまりまわりの方に知られていないのが残念です。皆さんの一生懸命な活

動をチラシ、広報誌などでお知らせするようにしてはいかがでしょうか。また 9 月に行われたお米

の収穫に参加された方からのお声とか、どのようなお米を作っているのか、どのようなことを団体

として大事に思っているのか、個人的には知りたいなあと思います。山武のすばらしい里山での活

動はとても価値あることだと思います。ぜひ一人でも多くの方に知ってもらうこと、そして多くの

方が参加できるような活動企画をよろしくお願いします。10月9日の収穫祭楽しみにしています。

11 月 23 日の市民活動フェスタは皆様の活動を知っていただくよい機会です。利用してみてはい

かがですか。 

また活動の中で推進委員がお手伝いできることがあれば遠慮なく連絡をお願いします。 櫻田 
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               団体名 ひゃくしょう谷津田の会 

〒000-000 住所を入力します。 

TEL/000-0000-0000 FAX/000-0000-0000 

http://www.abcde.html 

 

 

ここに団体ロゴを挿入します 

http://www.abcde.html/

